
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】  制御された刺激を細胞に与え、細胞の創傷治癒作用を促し、器質化と瘢痕形成
により動脈瘤の治癒を達成する方法の提供。
【解決手段】　少なくとも一部が、少なくとも一種の生物適合性でかつ吸収性の重合体で
構成された分離可能なコイルを身体内腔中に配置して、同コイルが制御された炎症性応答
を細胞に対する刺激で起こさせるための生物分解性と生物適合性を有する重合体として作
用するようにした血管内炎症性応答法。この血管内炎症性応答法においては、上記の分離
可能なコイルを血管区画内または内腔内の部位に移植することによって、血管内細胞操作
と炎症性反応が引き起こされる。このコイルを、選択された身体内腔中に配置するため一
般に分離可能なコイルに連結したカテーテルを使用する。上記の生物適合性でかつ吸収性
の重合体は、血栓形成性である。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 一 部 が 、 少 な く と も 一 種 の 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収 性 の 重 合 体 で 構 成 さ れ た 分 離
可 能 な コ イ ル を 身 体 内 腔 中 に 配 置 し て 、 同 コ イ ル が
制 御 さ れ た 炎 症 性 応 答 を 細 胞 に 対 す る 刺 激 で 起 こ さ せ る た め の 生 物 分 解 性 と 生 物 適 合 性 を
有 す る 重 合 体 と し て 作 用 す る よ う に し た 血 管 内 炎 症 性 応 答 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 コ イ ル に 成 長 因 子 を 付 加 す る よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 血 管 内 炎 症 性 応 答 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 コ イ ル に 血 管 内 皮 細 胞 成 長 因 子 を 付 与 し て 同 コ イ ル に 成 長 因 子 を 付 加 す る よ う に し た
請 求 項 ２ に 記 載 の 血 管 内 炎 症 性 応 答 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 コ イ ル に 塩 基 性 線 維 芽 細 胞 成 長 因 子 を 付 与 し て 同 コ イ ル に 成 長 因 子 を 付 加 す る よ う に
し た 請 求 項 ２ に 記 載 の 血 管 内 炎 症 性 応 答 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 コ イ ル に 血 管 内 皮 細 胞 成 長 因 子 と 塩 基 性 線 維 芽 細 胞 増 殖 因 子 の 混 合 物 を 付 与 し て 同 コ
イ ル に 成 長 因 子 を 付 加 す る よ う に し た 請 求 項 ２ に 記 載 の 血 管 内 炎 症 性 応 答 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収 性 の 重 合 体 で 構 成 さ れ た 前 記 分 離 可 能 な コ イ ル と し て 、 ポ リ グ
リ コ ー ル 酸 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 ／ ポ リ ー Ｌ － 乳 酸 共 重 合 体 類 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク テ ィ ブ 、 ポ
リ ヒ ド ロ キ シ ブ チ レ ー ト ／ ヒ ド ロ キ シ バ レ レ ー ト 共 重 合 体 類 、 ポ リ ー Ｌ － ラ ク チ ド 、 ポ リ
ジ オ キ サ ノ ン 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 類 お よ び ポ リ 酸 無 水 物 類 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な
く と も 一 種 の 重 合 体 で 構 成 さ れ た コ イ ル を 用 い る よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 血 管 内 炎 症
性 応 答 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 コ イ ル と し て 、 前 記 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収 性 の 重 合 体 で 構 成 さ れ 、 そ の 上 に 放 射 線 不
透 過 性 の 材 料 を 配 置 さ れ た コ イ ル を 用 い る よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 血 管 内 炎 症 性 応 答
法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 コ イ ル と し て 、 放 射 線 不 透 過 性 材 料 で 構 成 さ れ 、 そ の 上 に 前 記 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収
性 の 重 合 体 が 配 置 さ れ た コ イ ル を 用 い る よ う に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 血 管 内 炎 症 性 応 答 法
。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 外 科 の 血 管 内 介 入 器 具 の 技 術 分 野 に 関 連 し 、 特 に 血 管 ま た は 動 脈 瘤 の
閉 塞 の た め の 血 管 内 移 植 体 の 使 用 方 法 に 関 す る 。
【 関 連 出 願 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 願 は １ ９ ９ ８ 年 １ 月 ２ ７ 日 付 け 出 願 の 米 国 仮 特 許 願 第 ６ ０ ／ ０ ７ ２ ， ６ ５ ３ 号 お よ び
本 願 の 優 先 権 の 根 拠 に な っ て い る １ ９ ９ ９ 年 １ 月 ２ ７ 日 付 け 出 願 の 国 際 特 許 願 第 Ｐ Ｃ Ｔ ／
Ｕ Ｓ ９ ９ ／ ０ １ ７ ９ ０ 号 に 関 連 し て い る 。
【 従 来 の 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 脳 の 動 脈 瘤 は 、 成 人 の 重 大 な 致 命 的 疾 患 で あ る 非 外 傷 性 く も 膜 下 出 血 （ Ｓ Ａ Ｈ ） の 最 も
一 般 的 な 原 因 で あ る 。 北 米 で は 、 小 の う 状 動 脈 瘤 の 破 裂 が 一 年 間 で Ｓ Ａ Ｈ の う ち の ２ ５ ０
０ ０ の 新 し い 症 例 を 占 め て い る 。 動 脈 瘤 は 、 顕 微 外 科 手 術 に よ っ て 切 除 す る こ と が 、 こ の
疾 患 の 治 療 法 の 第 一 級 の 基 準 と 考 え ら れ て き た 。 最 近 、 動 脈 瘤 を 血 管 内 で 治 療 す る 方 法 が
別 法 と し て 容 認 さ れ て き た 。 頭 蓋 内 循 環 系 に ア ク セ ス で き る マ イ ク ロ カ テ ー テ ル が 入 手 で
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き る よ う に な っ た の で 、 動 脈 瘤 に 白 金 製 の 柔 軟 な 取 外 し 可 能 な コ イ ル （ グ ー リ エ ル ミ の 取
外 し 可 能 な コ イ ル （ Guglielmi Detachable Coils） Ｇ Ｄ Ｃ ） ） を 充 填 す る こ と に よ っ て 動
脈 瘤 を 取 り 除 く こ と が 可 能 に な っ た 。 Ｇ Ｄ Ｃ シ ス テ ム を 使 用 す る と 白 金 製 コ イ ル の 動 脈 瘤
内 へ の 送 達 と 取 外 し を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 血 管 内 技 術 の 最 近 の 進 歩 が 、 脳 の 小 嚢 状 動 脈 瘤 を 治 療 す る の に 有 効 で あ る こ と が 明 ら か
に な っ て き た 。 Ｇ Ｄ Ｃ は 脳 の 動 脈 瘤 の 血 管 内 で の 処 置 の 改 善 に 、 特 に 寄 与 し て い る 。 し か
し 、 動 脈 瘤 の 頸 部 の 大 き さ が 、 動 脈 瘤 除 去 の 解 剖 学 的 結 果 に 対 し て 重 大 な 影 響 が あ る 。 一
研 究 で 動 脈 瘤 の 完 全 な 除 去 は 、 頸 部 が 小 さ い 動 脈 瘤 の 場 合 ８ ５ ％ 達 成 さ れ た が 、 頸 部 の 幅
が 大 き い 動 脈 瘤 の 場 合 達 成 さ れ た の は １ ５ ％ で あ る と 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 フ リ ー モ ン ト に 所 在 の Target Therapeuticsが 製 造 し て い る よ う
な グ ー リ エ ル ミ の 取 外 し 可 能 な コ イ ル （ Ｇ Ｄ Ｃ ） は 、 実 験 的 に 臨 床 に 使 用 し た と き の 初 期
の 経 験 に よ れ ば 、 血 管 内 の 頸 部 が 小 さ い 頭 蓋 内 小 嚢 状 動 脈 瘤 の 閉 塞 に 対 し て 有 効 で あ る こ
と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 頸 部 の 幅 が 広 い （ 頸 部 の 大 き さ ＞ ４ ｍ ｍ ） か ま た は 巨 大 な 動 脈 瘤 を Ｇ Ｄ Ｃ を 使
用 し て 除 く 解 剖 学 的 結 果 は 一 般 に 不 満 足 な も の で あ る 。 頸 部 の 幅 が 広 い 病 巣 の 解 剖 学 的 結
果 が こ の よ う に 不 完 全 で あ る 理 由 と し て は 、 コ イ ル の 圧 密 化 （ compaction） 、 動 脈 瘤 の 再
疎 通 お よ び 取 り 外 さ れ た コ イ ル の 遠 位 へ 移 動 す る 可 能 す な わ ち コ イ ル の 動 脈 瘤 か ら 下 流 の
方 へ の 喪 失 が あ る 。 動 脈 瘤 の 頸 部 の 初 期 血 管 内 再 内 皮 化 （ early intravascular reendoth
elialization） と 、 動 脈 瘤 の 瘤 の う と ド ー ム の 創 傷 治 癒 の 促 進 が 、 こ の 種 の 動 脈 瘤 の 永 久
的 な 治 癒 に 成 功 す る の に 役 立 つ 可 能 性 の あ る 解 決 策 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 幾 人 か の 研 究 者 は 、 Ｇ Ｄ Ｃ に そ の 血 栓 形 成 性 （ thrombogenicity） と 創 傷 治 癒 特 性 を 高
め る た め に 、 単 純 タ ン パ ク 質 の コ ー テ ィ ン グ を 塗 布 し た 。 し か し 、 血 管 内 に 塞 栓 を 形 成 す
る 技 法 は 、 一 般 に こ の よ う な コ イ ル を 送 達 す る た め に 小 直 径 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 使 用
す る 。 し た が っ て 、 単 純 タ ン パ ク 質 の コ ー テ ィ ン グ は 、 該 コ イ ル の 直 径 を 大 き く す る と い
う 問 題 を 招 き 、 そ の 結 果 、 コ イ ル の 送 達 中 に コ イ ル を マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 内 腔 中 に 固 着
し て し ま う 。 閉 塞 コ イ ル は 、 血 管 、 脳 動 脈 瘤 ま た は 血 管 の 奇 形 な ど の 身 体 内 腔 の 部 位 を 閉
塞 す る の に 使 用 さ れ る 。 こ れ ら の コ イ ル は 一 般 に マ イ ク ロ カ テ ー テ ル に よ っ て 内 腔 内 の 所
望 の 位 置 に 配 置 さ れ る 。 こ れ ら の コ イ ル は 、 通 常 白 金 、 金 ま た は タ ン グ ス テ ン な ど の 放 射
線 不 透 過 性 で か つ 生 物 適 合 性 の 金 属 に よ り 製 作 さ れ る 。 脳 動 脈 瘤 を 治 癒 す る 際 、 こ れ ら コ
イ ル は 、 血 流 に 対 し て 物 理 的 バ リ ャ ー を 置 い て 、 血 栓 の 生 成 を 促 進 す る こ と に よ っ て 動 脈
瘤 を 閉 塞 す る 。 新 生 の 内 皮 と 発 達 し た 動 脈 瘤 内 血 栓 が 生 成 す る こ と が 、 そ の 後 に 器 質 化 と
瘢 痕 形 成 が 行 わ れ る 前 に 必 要 で あ り 、 そ の 結 果 、 永 久 的 に 閉 塞 さ れ た 動 脈 瘤 が 達 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 動 脈 瘤 内 の コ イ ル が 循 環 し て い る 血 液 に 連 続 的 に さ ら さ れ る と 、 金 属 コ イ ル は 動 脈 瘤 内
に 硬 靭 な 発 達 し た 血 栓 を 形 成 す る の を 促 進 す る の に 血 栓 形 成 性 が 不 充 分 な こ と が あ る 。 こ
れ ら の コ イ ル は 、 動 脈 瘤 の 幅 の 広 い 頸 部 を 横 切 っ て 内 皮 化 を 促 進 す る こ と が 困 難 で あ る 。
し た が っ て 、 動 脈 瘤 に コ イ ル を ぎ っ し り と 詰 め 込 ん で 、 動 脈 瘤 を 完 全 に 治 癒 す る こ と が 有
利 で あ る 。 こ れ は 隣 接 す る 脳 の 実 質 ま た は 脳 神 経 に 対 し て マ ス エ フ ェ ク ト （ mass effect
） を 起 こ す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 動 脈 瘤 の 創 傷 の 治 癒 を 促 進 （ す な わ ち 瘢 痕 形 成 の 促 進 ） か つ 動 脈 瘤 の 前 記 マ ス エ フ ェ ク
ト を 減 ら す た め 、 「 生 物 学 的 に 活 性 で 」 生 物 適 合 性 の 塞 栓 性 材 料 が 有 用 で あ る 。 生 物 吸 収
性 重 合 体 、 例 え ば 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 お よ び ポ リ グ リ コ ー ル 酸 ／ ポ リ ー Ｌ － 乳 酸 共 重 合 体
類 な ど 、 ま た は 生 物 吸 収 性 の タ ン パ ク 質 、 例 え ば コ ラ ー ゲ ン お よ び ゼ ラ チ ン 類 な ど を 使 用
し て 内 腔 内 移 植 体 が 生 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 生 物 吸 収 性 の 重 合 体 ま た は タ ン パ ク
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質 を 使 用 し て 薬 剤 送 達 ベ ヒ ク ル も 提 供 さ れ て い る （ 例 え ば 、 成 長 因 子 を 連 続 的 に 局 所 に 送
達 す る た め ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 創 傷 の 治 癒 を 促 進 す る に は 製 作 時 に 生 物 学 的 な 細 胞 応 答 を 改 善 す る 必 要 が あ る 。 ダ ク ロ
ン な ど の 織 物 の ス ト ラ ン ド で コ イ ル の 表 面 積 を 増 や し か つ そ の コ イ ル を ト ロ ン ビ ン 溶 液 中
に 入 れ る こ と に よ っ て 、 コ イ ル の 血 栓 形 成 性 が 予 め 高 め ら れ た 。 さ ら に 最 近 で は 、 幾 人 も
の 研 究 者 が 白 金 コ イ ル の 表 面 を コ ラ ー ゲ ン ま た は ポ リ ウ レ タ ン で 被 覆 す る こ と に よ っ て 改
良 し た 。 そ の 結 果 、 こ れ ら コ イ ル の 血 栓 形 成 性 の 増 大 な ど い く つ も の 利 点 が 生 ま れ た 。 し
か し 、 白 金 表 面 の タ ン パ ク 質 の コ ー テ ィ ン グ は 通 常 弱 い の で 、 コ イ ル を 送 達 中 に 容 易 に 外
れ る こ と が あ る 。 そ の 上 に 、 弱 く 被 覆 さ れ た タ ン パ ク 質 は 、 高 速 度 の 動 脈 瘤 流 に よ っ て 洗
い 流 さ れ て 遠 位 で 塞 栓 が 生 成 す る 可 能 性 が あ る 原 因 に な る 。 ま た 、 こ れ ら の コ イ ル の 直 径
が 増 大 す る と い う 問 題 が 起 こ る 可 能 性 も あ り 、 特 に ポ リ ウ レ タ ン の コ ー テ ィ ン グ は 、 Ｇ Ｄ
Ｃ の 性 能 に 不 利 な 変 化 を も た ら し 、 Ｇ Ｄ Ｃ の 柔 軟 性 、 薄 さ 、 平 滑 性 お よ び 記 憶 形 態 に 影 響
す る 欠 点 を も っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 要 す る に 、 動 脈 瘤 内 の Ｇ Ｄ Ｃ と 周 囲 の 血 栓 は 、 動 脈 瘤 頸 部 で 循 環 血 液 に 連 続 的 に 露 呈 さ
れ て 、 同 循 環 血 液 と 相 互 に 作 用 す る 。 動 脈 血 液 の 拍 動 流 の 力 に よ っ て コ イ ル が 圧 密 化 す る
と い う こ と は 動 脈 瘤 の 除 去 が 不 完 全 に な る 理 由 の 一 つ で あ る 。 こ れ が 起 こ る と 、 動 脈 瘤 の
再 疎 通 と （ 再 ） 破 裂 が 起 こ る 危 険 が あ る 。 動 脈 瘤 嚢 内 の そ の 頸 部 を 横 切 る 再 内 皮 化 と 創 傷
の 治 癒 の 促 進 が 動 脈 瘤 が 完 全 に 治 癒 す る た め に 必 要 で あ る 。 Ｇ Ｄ Ｃ は 、 動 脈 瘤 を 治 癒 す る
の に 多 く の 利 点 を も っ て い る に も か か わ ら ず 、 最 近 の い く つ も の 臨 床 報 告 と 実 験 報 告 は 頸
部 の 幅 が 広 い 病 巣 の 解 剖 学 的 治 癒 を 達 成 す る の に Ｇ Ｄ Ｃ に は 制 約 が あ り 得 る こ と を 強 調 し
て い る 。 例 え ば 、 Ｇ Ｄ Ｃ で 治 癒 さ れ た 二 つ の ヒ ト の 検 死 症 例 が 報 告 さ れ た が 、 こ の 報 告 で
長 期 間 （ ６ ヶ 月 ま で ） の 組 織 学 的 試 験 に よ っ て 動 脈 瘤 内 で 器 質 化 さ れ て い な い 血 栓 が 明 ら
か に な り 、 そ し て 両 方 の 症 例 で 動 脈 瘤 の 頸 部 を 横 切 っ て 内 皮 化 し て い る 証 拠 が 全 く な か っ
た 。 前 交 通 動 脈 の 動 脈 瘤 が 見 ら れ 、 先 に Ｇ Ｄ Ｃ で 治 療 さ れ た 患 者 の 組 織 学 的 試 験 結 果 を 別
の 研 究 者 が 報 告 し た が 、 コ イ ル が 圧 密 化 し て 、 動 脈 瘤 の レ ム ナ ン ト （ remnant） が 生 じ 、
そ の レ ム ナ ン ト は そ の 後 （ ６ ヶ 月 後 ） 外 科 手 術 で 処 置 さ れ た 。 こ の 再 び 切 除 さ れ た 動 脈 瘤
も 血 液 循 環 に 直 接 さ ら さ れ て 新 し い 内 膜 が 生 成 し て お ら ず 、 器 質 化 さ れ て い な い 動 脈 瘤 内
血 栓 が 存 在 し て い る こ と が 組 織 学 的 検 査 に よ っ て 明 ら か に な っ た 。 イ ヌ の 実 験 的 動 脈 瘤 に
対 す る 長 期 間 に わ た る Ｇ Ｄ Ｃ の 試 験 で 、 最 初 完 全 に 塞 栓 が 形 成 さ れ た ９ 個 の 動 脈 瘤 の う ち
３ 個 が そ の 後 再 疎 通 し た と 報 告 さ れ て い る 。 サ ル の 動 脈 瘤 の Ｇ Ｄ Ｃ に よ る 実 験 研 究 結 果 が
報 告 さ れ て い る が 、 こ の 報 告 で は １ ４ 日 間 追 跡 し た 結 果 ４ 症 例 の う ち １ 症 例 が 動 脈 瘤 の 「
肩 部 」 に 動 脈 瘤 の 再 疎 通 の 徴 候 を 示 し た 。 極 く 最 近 に は ウ サ ギ の 実 験 的 分 岐 動 脈 瘤 の 研 究
で ３ ～ ６ ヶ 月 間 に わ た っ て 追 跡 し た 後 で さ え も 治 療 さ れ た 動 脈 瘤 に 器 質 化 さ れ た 血 栓 が な
い こ と と 頸 部 の 内 皮 化 が 全 く な い こ と が 確 認 さ れ て い る 。 動 脈 瘤 の マ ス エ フ ェ ク ト を 低 減
さ せ つ つ 炎 症 性 応 答 と 治 癒 を 促 進 す る 方 法 が 要 望 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も １ 種 の 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収 性 の 重 合 体 で 少 な く と も 一 部 が 構 成
さ れ た 分 離 可 能 な コ イ ル と 、 該 分 離 可 能 な コ イ ル と 連 結 さ れ て 同 コ イ ル を 選 択 さ れ た 身 体
内 腔 中 に 配 置 す る 配 置 装 置 を 使 用 し て 、 増 減 す る 生 物 的 細 胞 応 答 性 を 調 節 す る 血 管 内 炎 症
性 応 答 法 の 発 明 で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 発 明 は 、 制 御 さ れ た 刺 激 を 細 胞 に 与 え る こ と に よ
り 、 細 胞 の 創 傷 治 癒 作 用 を 促 し 、 器 質 化 と 瘢 痕 形 成 を 生 じ さ せ て 、 動 脈 瘤 の 治 癒 を 達 成 し
よ う と す る も の で あ る 。 上 記 の 生 物 適 合 性 で 吸 収 性 の 重 合 体 は 、 動 脈 瘤 内 の 炎 症 性 応 答 と
動 脈 瘤 の 治 癒 を 促 進 す る 。 こ の 血 管 内 炎 症 性 応 答 法 に お い て は 、 血 管 内 皮 細 胞 成 長 因 子 、
塩 基 性 繊 維 芽 細 胞 成 長 因 子 若 し く は い く つ も の 成 長 因 子 の 混 合 物 な ど の 成 長 因 子 ま た は サ
イ ト カ イ ン 類 を 保 持 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 例 示 の 実 施 態 様 に お い て 、 生 物 適 合 性 で 吸 収 性 の 重 合 体 は 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ グ
リ コ ー ル 酸 ／ ポ リ ー Ｌ － 乳 酸 共 重 合 体 類 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク テ ィ ブ （ polycaprolactive） 、
ポ リ ヒ ド ロ キ シ ブ チ レ ー ト ／ ヒ ド ロ キ シ バ レ レ ー ト 共 重 合 体 類 、 ポ リ ー Ｌ － ラ ク チ ド 、 ポ
リ ジ オ キ サ ノ ン 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 類 お よ び ポ リ 酸 無 水 物 類 （ polyanhydrides） か ら な る
群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 の 重 合 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 つ の 実 施 態 様 に お い て 、 上 記 の コ イ ル は 、 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収 性 の 重 合 体 で 構 成 さ
れ 、 そ の 上 に 放 射 線 不 透 過 性 材 料 が 配 置 さ れ て い る 。 あ る い は 、 上 記 の コ イ ル は 放 射 線 不
透 過 性 材 料 で 構 成 さ れ 、 そ の 上 に 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収 性 の 重 合 体 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 少 な く と も 一 種 の 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収 性 の 重 合 体 で 少 な く と も 一 部
が 構 成 さ れ た 分 離 可 能 な コ イ ル を 提 供 し 、 次 い で 、 上 記 の 種 々 な 組 合 せ と 例 を 含 む 分 離 可
能 な コ イ ル を 身 体 内 腔 に 配 置 す る ス テ ッ プ に よ り 血 栓 を 生 成 さ せ る 方 法 を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 方 法 に は 、 さ ら に 、 コ イ ル に 成 長 因 子 、 特 に 血 管 内 皮 細 胞 成 長 因 子 （ Ｖ Ｅ Ｇ Ｆ ） 、
塩 基 性 繊 維 芽 細 胞 成 長 因 子 （ ｂ Ｆ Ｇ Ｆ ） な ど の 成 長 因 子 を 保 持 さ せ る ス テ ッ プ が 含 ま れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 生 物 分 解 性 重 合 体 製 の コ イ ル を 使 用 し て 、 血 栓 症 を 抑 制 し 、 ま た は 白 金 製
コ イ ル が 時 に は 不 満 足 な も の で あ る こ と が 分 か る こ と が 多 い 脳 の 動 脈 瘤 の 創 傷 治 癒 を 促 進
す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 創 傷 治 癒 の 作 用 が 長 く 続 く の を 促 進 す る 血 管 内 皮 細 胞 成 長 因 子 （
Ｖ Ｅ Ｇ Ｆ ） 、 塩 基 性 繊 維 芽 細 胞 成 長 因 子 （ ｂ Ｆ Ｇ Ｆ ） な ど の 成 長 因 子 を 組 み 合 わ せ て 生 物
分 解 性 重 合 体 を 使 用 す る 薬 剤 送 達 シ ス テ ム の 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら の 生 物 分 解 コ イ ル は 、 巨 大 な 脳 動 脈 瘤 を 治 療 し て 、 瘢 痕 を 残 す 動 脈 瘤 の 収 縮 に よ
る 脳 の 実 質 ま た は 脳 神 経 に 対 す る マ ス エ フ ェ ク ト を 防 ぐ の に 有 用 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 移 植 体 は 、 ヒ ト を 含 む 哺 乳 類 の 種 の 身 体 内 腔 、 例 え ば 、 血 管 、 卵 管 な ど の 中 に
配 置 で き る 。 こ の 移 植 体 の コ イ ル は 、 生 物 適 合 性 で か つ 吸 収 性 の 重 合 体 で 製 作 さ れ て い る
。 内 腔 内 移 植 体 を 製 作 す る た め 、 例 示 の 実 施 態 様 で 使 用 さ れ て い る 生 物 吸 収 性 重 合 体 と し
て は 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 ／ ポ リ ー Ｌ － 乳 酸 共 重 合 体 類 、 ポ リ カ プ ロ ラ
ク テ ィ ブ 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ブ チ レ ー ト ／ ヒ ド ロ キ シ バ レ レ ー ト 共 重 合 体 類 、 ポ リ ー Ｌ － ラ
ク チ ド 、 ポ リ ジ オ キ サ ノ ン 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 類 お よ び ポ リ 酸 無 水 物 類 が あ り 、 こ れ ら に
限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 放 射 線 不 透 過 性 を 達 成 す る た め 、 上 記 生 物 吸 収 性 重 合 体 の コ イ ル は 、 タ ン タ ル ま た は 白
金 の よ う な 放 射 線 不 透 過 性 材 料 で 被 覆 し た り ま た は こ れ ら 材 料 と 混 合 し て も よ い 。 上 記 生
物 吸 収 性 の 重 合 体 自 体 は 白 金 ま た は ニ ト ノ ー ル （ nitonol） な ど の 金 属 製 の コ イ ル ま た は
ワ イ ヤ 上 に 付 着 さ せ た り ま た は 被 覆 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 使 用 す る の に 好 ま し い 成 長 因 子 は 、 Ｖ Ｅ Ｇ Ｆ ま た は ｂ － Ｆ Ｇ Ｆ な ど の 天 然 の 哺
乳 類 血 管 原 性 成 長 因 子 で あ る 。 ま た 、 か よ う な 成 長 因 子 の 混 合 物 も 所 望 に よ り 使 用 で き る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 生 物 分 解 性 重 合 体 コ イ ル は 、 当 該 技 術 分 野 で 周 知 の 方 法 を 用 い て 、 身 体 内 腔 、
血 管 系 ま た は 血 管 内 に 配 置 す る こ と が で き る 。 一 般 に 血 管 内 の 所 望 の 部 位 に カ テ ー テ ル で
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ア ク セ ス さ れ る 。 直 径 が 小 さ い 蛇 行 血 管 の 場 合 、 カ テ ー テ ル は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 使 用 す る
こ と に よ っ て 前 記 部 位 に 案 内 す る こ と が で き る 。 そ の 部 位 に 到 達 す る と 、 カ テ ー テ ル の 内
腔 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 外 す こ と に よ っ て ク リ ア さ れ る 。 重 合 体 製 閉 塞 コ イ ル の 場 合 、 そ の
コ イ ル は プ ッ シ ャ ー ワ イ ヤ に よ っ て 装 填 さ れ る 。 こ れ ら の コ イ ル は 、 分 割 可 能 な 継 手 （ 例
え ば 熱 、 電 気 分 解 、 電 気 力 学 的 活 性 化 ま た は 他 の 手 段 に よ っ て 切 り 離 す こ と が で き る 継 手
） ま た は コ イ ル を プ ッ シ ャ ー ワ イ ヤ の 遠 位 末 端 か ら 機 構 的 操 作 に よ っ て 外 す こ と が で き る
機 械 的 継 手 に よ っ て プ ッ シ ャ ー の 遠 位 末 端 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 あ る い は 、 こ れ ら
の コ イ ル は 、 プ ッ シ ャ ー ワ イ ヤ か ら 自 由 で 切 り 離 さ れ て い て 、 カ テ ー テ ル を 通 じ て 押 さ れ
る だ け で カ テ ー テ ル の 遠 位 末 端 か ら 外 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 当 業 技 術 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 精 神 と 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 多 く の 変 更 を 行 う こ と
が で き る 。 し た が っ て 、 例 示 さ れ た 実 施 態 様 は 、 例 示 だ け を 目 的 と し て 述 べ て い る と 解 す
べ き で あ り 、 か つ 前 記 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ て い る 本 発 明 を 限 定 す る と 解 す べ
き で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 お よ び そ の 種 々 の 実 施 態 様 を 記 載 す る た め 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 用 語 は 、 そ れ ら
の 通 常 定 義 さ れ て い る 意 味 の み な ら ず 、 本 明 細 書 の 構 成 、 材 料 ま た は 動 作 の 通 常 定 義 さ れ
て い る 意 味 の 範 囲 を 越 え る 特 別 の 定 義 の 意 味 も 含 ま れ る も の と す る 。 し た が っ て 、 あ る 要
素 が 本 明 細 書 の 前 後 関 係 か ら 二 つ 以 上 の 意 味 を 持 っ て い る と 解 さ れ る 場 合 は 、 特 許 請 求 の
範 囲 で そ れ を 使 用 す る こ と は 、 本 明 細 書 お よ び そ の 用 語 自 体 に よ っ て 支 持 さ れ る 全 て の 可
能 な 意 味 を 包 括 し て い る と 解 さ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し た が っ て 、 前 記 特 許 請 求 の 範 囲 の 用 語 ま た は 要 素 の 定 義 は 、 本 明 細 書 で は 、 文 字 ど お
り に 述 べ ら れ て い る 要 素 の 組 合 せ の み な ら ず 、 実 質 的 に 同 じ 方 式 で 実 質 的 に 同 じ 機 能 を 実
行 し て 、 実 質 的 に 同 じ 結 果 を 得 る た め の 全 て の 均 等 な 構 成 、 材 料 ま た は 作 動 を 含 む と 定 義
さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 意 味 で 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 複 数 要 素 の 内 の 一 つ の 要 素 を
二 つ 以 上 の 要 素 で 均 等 置 換 を 行 う こ と が で き 、 ま た は 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 二 つ 以 上 の
要 素 を 単 一 の 要 素 で 置 換 で き る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 当 業 技 術 者 に よ っ て 観 察 さ れ て い る か 、 現 在 知 ら れ て い る か ま た は 今 後 に 考 案 さ れ る 特
許 請 求 の 範 囲 の 主 題 か ら の 非 実 質 的 な 変 更 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 範 囲 内 に 均 等 に 入 っ て い
る と 明 ら か に 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 当 業 技 術 者 が 現 在 知 っ て い る か ま た は 後 に 知 る 明
ら か な 置 換 は 定 義 さ れ て い る 要 素 の 範 囲 内 に 入 っ て い る と 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し た が っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 先 に 具 体 的 に 例 示 さ れ 述 べ ら れ て い る も の と 概 念 上 均
等 な も の 、 明 ら か に 置 換 で き る も の お よ び 本 発 明 の 必 須 概 念 を 本 質 的 に 組 み 込 む も の を 含
む と 解 す べ き で あ る 。
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